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R
fい
児

~:z 
戸J

t足立

を
竹
下
口
に
町
一
悶

fAγ

犀
r

一
品
り
三
」
の
訳
、
川
シ
一
、
府
叩
焦
f
A
u
m
述
人
は
に
は
、
十
人

「
川
悦
叫
帆
（
沼
山
）

人
ど
下
ロ
の
身
分
芥
や
刑
罰
e

引
い
汎
の
れ
も
あ
今
、
九
州
北
部
の
伊
蕊
悶
い

ト
、
京
と
い
う
役
人
を
お
く
な
ど
、
続
r
d細
川
制
も
あ

)cj 

る
程
段
は
蛇
コ
て
い
た
。
一
と
の
本
丈
併
前
デ
あ
る
付

改
訂
坂
r

「
店
絞
へ
伍
初
や
試
役
）
主
一
収
ト
）
い
邸
周
一
台
布
一
有
り
円
一
と
の
訳
日
比
の
は
か
、

邪
馬
台
国

日
k
r
克
巳

の
社
会
は
‘
ぇ
酎
階
級
の
と
六
人
平
均
恨
ら
い
ハ
剖
日
明
一
一
ヲ
る
下
一
戸
と
生
口

奴
深

と
に
ハ
刀
カ
れ

担
M
M
や
川
川
誌
の
制
度
が
あ

新
i j 市
イ、も
士1 倒
Bie功、

)L 

l. 

M と
賦あ
ーゐ
祖 4
t~ ! 
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は
あ,, 

部
依

（
合
商
｝

有
り
」

の
訳
ド
の
ほ
か
、
一
目
的
ロ
ヱ
ヘ
人

I
一
円
と
よ

ぷ
身
分
支
が
あ
り
、
朝
刊
悦
JY
倣
収
し
、
告
人
を
お
く
な
い
ど

組
織
的
な
形
も
か
な
り
整
、
λ
て

い

た

と

の

本
f
F
人
説
引
も
ー
め
と
＝

以
｝
唆
す
る
に
、

収
引
賦
有
部
隊
」
広
、
一
円
相
賦
を
収
む
！
ぃ
部
陪
有
川
」
と
且
T
A
く
だ
し
、
町
山
肌
は
「
刊
N
M
m
」
ま
た
は

税
」
と
し

て
そ
の
よ
う
な
制
段
～
ま
れ
一
は
判
明
ν

が
あ
つ
れ
～
と
し
、
ま
た
、
（
部
陪
」
は
単
に
倉
庫
」
あ
る
い
は
一
施
設
」
と

f
e
Q｝

こ
れ
が
最
大
公
約
数
的
支
説
あ
る
い
は
通
説
の
F

で
つ
で
あ
る
が
、
同
校
主
戸
川
教
科
吉
で
あ
る
と
ほ
ド
え
、
省
略
や
詰
昨
化
が
4
ぎ
ら

ζ

誤
解
が
生
じ
る

制帆士
υ佼
人
伝
か
「
租
賦
」

ζ

別
託
す
る
の
に
も
か
か
わ
に
り
ず
、
「
賦
L

を
J
p
h

視
主
人
4

は
看
過
」
て
い
る
と
寸J

れ
ば

そ
れ
は
什
当
一
で
は
な
い

あ
え
て
あ
ら
か
乙
め
と
こ
で
、
私
見
に
よ
る
結
論
の

対
を
ナ
刊
一

V

＼
引
江
、
川
仙
て
賦
は

ιが
う
、
ぞ
亡
、
特
に

広
は
、
軒
し
ζ

と
も
に
手
一
ノ

義
的
な
縦
発
対
象
と
は
す
る
も
の
の
、
武
器
を
持
っ
こ
事
む
の
原
義
（
後
述
V

J

Z

踏
ま
え
て
、

, ,, 

手
一
れ
に
随
伴
す
山
下
L

ハ
没
や
労
山
況
を
内
川
目
す
る

＼」手？」
d

、

y
p
y
i
 

ト
（
人
、
一
を
一
義
的
な
般
発
汁
象
、
と
J

？
る
兵
没
や
吏
仙
況
な
と
の
洛
没
労
偽

と
は
寸
凡
な
る
c
）
と
、
仏
語
し
珪
析
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
ー
ι
思
う
υ

し
か
し
そ
れ
を
含
忘
す
る
記
沌
は
、
ト
記
社
科
書
巾
、
「

i
k小
児

B 

改
訂
枇

の
み
と
あ
る
日
そ
し
て
、
そ
っ
一
じ
あ
九
法
、
当
該
吾
口
は
u
t
試
に
試
伐
を
八
円
め
て
い
る
の

C
あ

7ω
か
ー
旬
、
「
枝
川
帆

を
収
む
に
部
民
有
山
川
」
と
舎
も
と
く
だ
し
た
の
と
は
、
主
民
を
な
さ
な
い
一
宇
一
二
日
目
一
位
拭
を
収
む
z
却
陪
有
り
」

j

一1
x
さ
と
ど
1
Y

一
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こ
は
役
所
へ
物
品
を
運
び
納
め
る
J

一
叫
務
な
る
こ
こ
を
意
味
す
る
も
の
ζ

町
せ
4
れ
る
っ
か
か
る
性
質
を
右
す
る
も
の
を
稔
吋

2
、
賦
」

一
一
口
い
、
伎
に
述
休
二
、
賦
伐
レ
二
百
う
ご
布
J
W
賦
伐
と
い
う
も
市
内
伎
と
い

P

ぺ
も
巳
味
は
完
乙
で
あ
る
と
一
一
口
、
つ
コ

つ
ま
リ
「
賦
」

一
弘
、

ノ一
υ

v

v

ー課

市
ム
か
カ
ツ
白
川
肝
細
机
h
J
陥
出
口
に
お
け
る
凶
用
語
法
を
け
プ
＼

MLe

日

Jv
～

ま
七
は

1

会
人
人
身
輸
仇
江
川
一

と
い
、
つ
の
は
人
頭
物
納
税
の
総
称
で
あ
る
と
い
う

P

と
に
な
る

た
も
の

n 

ヰ
十
台
一

を
総
件
し
て

J
払
一
と
ニ
門
い

と
す
る
υ

「
従
人
｝
一
粉
河
一

省
略

f苦
占

ー
役
所
＼
物
？
ぜ
遂
ぴ
約
め
る
式
務
）
を
含
め
て
い
る
。

一
し
か
し
更
な
る
考
溶
い
は
以
一
、
の
打
、
択
的
な

お
よ
び

丘
一
を
似
滞
し
な
け
九
ぽ
な
ら
な
い
。

ψ
令
長

ーとふ,,,, 
'" 勺

く
な
る
い

可
叫
叫
ん
幻
に
一
詳
細
～
引
用

部
リ
同
国
々
一
約
｝

し
て
杓
惇
を
涼
し
人
～
ぃ

｛
i
｝
ま
ず
、

υ
崎
市
宏
氏
は
以
下
の
主
う
に
誌
じ

中
一
泊
漠
代
お
よ
び
そ
争
、
か
人
気
一
三
う
に
迎
廷
し
た
論
者
で
あ
る
＝

江
ま
ず
賦
で
あ
る
け
一
濃
代

ιι
一
一
極
め
賦
が
あ
九
た
。

HH
駅
、
更
肱
、

ロ
賦
で
あ
る
。
算
以
は
人
民
の
男
女
十
五
段
以
ト
ア
い
｝

六
歳
に
ιに
と
三
官
か
ら
毎
宇
一
付
明
白

i
肢
を
除
し
て
席
兵
事
馬
を
治
め
る
も
の
で
阿
｛
ふ
財
政
に
崩
す
ノ
ヘ
。
市
～
民
心
人
民
的
手
一
M
l

と
な
る
川
町
き
も
の
が
比
香
山
口
代
償
と

L
て
此
附

ι納
め
る
も
の
七
又
過
更
波
t
J
U
言、、ノー

悶
た
は
一
冗
束
尚
一
久
の
草
昧
な
れ
ゴ

此
銭
も
怯
、
f
っ
く
竿
事
告
と
し
、
用
い
り
九
、
同
家
財
政
に
属
し
ん
｝
戸
J
Lぬ
λ
う一

v

（
山
路
ィ

じ
賦
は
常
通
に
じ
銭
又
は
じ
け
帆
殺
と

も
祢
ぶ
よ
市
式
年
半
〆
か
ら
毎
年

了
践
を
徴
し
て

γ
誌
は
否
福
間
仙
川
に
属

J

て
で
人

p

ナ
の
恋
安
と
な
り
、

同
士
伎
は
国

F''I 

一
本
対
収
い
属
し
て
事
W
Y
A
J

ずゾ
γυ
補
う
も
の

j
M
m吐
い
つ
れ
る

一J

一
種
の
拭
は
い

γ
れ
も
人
規
税
一
J
あ
っ
て
、

同
家
対
政
に
属

Lι
～

も
の
は
主
い
軍
事
吊
支
出
い
用
い
ム
い
り
れ

ω

つ
の
意
味
が
あ
れ
》
u

却
b
h
民
代
の
一
慌
の
知
ノ
人
頭
刊
似
の

要
す
る
に

ヰ
相
川
い
は

意
味
と

加
に
人
民
い
か
兵
役
に
服
す
る
義
務
手
、
の

h
カ
を
抱
一

TUE味
〈
あ

も

一

通

p
p
ι

！
し
ず

J
h勾
♂
一

rt

ー
渓
f
h
、
の
人
間
ね
な
る
試
は

小
町
｝
J

中
「
恥
か
ら
詩
達
し
と
に
泣
い
な

一
と
論
じ
る
ο

ま
た
試
の
ー
ヰ
ー
い
っ
き
同

へ
同
課
税
以
前
内
軍
拡
の

E
Cあ
っ
と

件
付
は
「
ば
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
古
設
が
文
「
ほ
こ
や
訳
忠
一
を
も
り
て
広
む
こ
と
が
れ
尽
設
で
、
炉
問
件
一
す
る
一
一
l

の
ザ
ナ
リ
出
入
「
し
の
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時
一
員
院
が
立
を
採
ツ
て
f

引
く
時
一

の
討
に
の
力
役
を
意
味
丈
に
け
守
は
あ
る
ま
い
か
、

」
一
人
出
ベ

や
次
に
、
従
・
担
に
つ

ν
て
で
あ
る

「
試
に
対

L
て
税
又
は
桁
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

p

の

つ
は
が
ー
通
じ
て
滑
い
」
り
れ
る
の
じ
訟
を
市
川
抗
と
も
古
い
、
リ
叫
税
を
海

柄
、
山
川
引
の
税
と
共
に
山
に
唱
す
と
い
う
言
葉
日
叫
ん
あ
心
。
（
中
崎
、
湾
代
的
税
又
は
症
と
名
の
コ
く
も
仰
を
u

一
げ

ω
と、

川
門
家
対
政

卜H
IC 

否
4
r
対
政

ill 
沢

税

ロ
パ
い
い
団
限
湖
の
税

は
惑
の
税

出
市
井
の
悦

侶
湯
川
伴
内
邑
内
在
日
叫
な

7rztめ
る

計十
Y

一帯三点、

1

1

：
 ＋
ト
ノ
＼
よ
り
令
く
同
青

J

学時の一一計
L

叫
川
い
ら
れ
て
し
之
市
、

っ
F

、
L
小、

中
時

税
山
抽
出

冗
来
日
堤
っ

産
物
の
幾
何

V
4一
分
っ
て
殴
出
ヘ

t
川
和
せ
し
め
る
の
告
ご
役
世
い
な
っ
て
も
、
紋
が
人
頭
税
な
る
に
対
1
1
＼
羽
は
要
産
物

占。
l「＼

j
k
d
ハ
戸

、‘川
b
c
d
J
v

漁
業
な
山
ば
怖
、

昨
払
議
な
h
J
J
h

鋼
鉄
と
い
う
瓜
に
託
収
楼
物
）
『
汁
し
て
の
幾
分
を
上
村
せ
し
め
る
を
球
に
弔

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

い
ら
れ
て
い
之
。
企
庁
、
い
担
で
ー
め
ど
が
、

担
は
こ
の
内
小
に

中
王寺

い
ー
は
祭
、
去
し
く
は
出
品
つ
れ
る
判
円
で
あ
る
と

4
る
な
ら
ば
、

持
4
1

？
の
穀
物
で
あ
る
べ
札
機
内
幾
分
を
剖
い
、
神
ド
ド
件
汁
る
の
七
あ
れ
ゴ
、
こ
の
意
味
に
於
て
校
ζ

共
通
な
L

ー
も
あ
る
の
で
、

戸
一
札
ば
こ
そ
口
：
か
ら
同
意
所
に
柑
山
田
一
三
九

h

山
情
聴
に
節
す
る

令
市
広
す

ιに
ー
賦
が
専
ら
草
山
叶
に
関
係
ー

J

と
も
の
な
る
に
い
山

引
の
起
源
は
五
に
阿
川
正
に
悶
7

と
も
の
で
あ
る
一
i

上 IJ

起日一 J弘、

五日
＂事
述~
"' -: 

ぺL
if 
1レ

'} 

" メー

よ
IJ 

主主

税
の
小
り
最
も

12ム
ん
ゆ
る
釈
は
、

引
と
仏
ず
る
、

れ

z
，
い
閣
せ
る
力
也

「
奴
隷
的
人
民
の
力
H

恨
の
義
務
が
分
化

L
Cわ
く
M↑山～

笑
に
中
凶
古
吋
の
J
h
税
制
慢
の
沿
革
は
、

2
し、

日山i
ま
ず
は
、
相
（
穀
物
の
仙
muF
）

t

パー、
J
レ
い

d

、

J
I

；
｛
（
 

い
で
、
試
敬
二
乱
出
羽
刈
遣
の
負
担
）
が

力
仙
ー
か
ら
、

る

ハ
一
昌
子
宮
f

也
市
川
を
治
め
る
心
川
況
の
ほ
か
防
に
は
拭
訟
の

l
い
い
兵
役
九
日
正
明
務
が
要
求
さ
れ

－
市
川
＝
者
が
f

山

与、
f
レゲ
l

、N4
1

ふ
つ
一
ト
J
0

4

V

I

I

I

h

l

 

般
的
な
、
、
十
七
る

般
民
間
町
民
相
U
Eあ
っ
た
、
と
し
ね
お
し
て
い
る

Jコ
ま
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一H
H
」
次
い
で
、
渡
同
信

郎
氏
は

中
国
の
決
代
か

h
内
一
す
一
一
日
閣
に
主
る
賦
故
お
h

び
一
門
出
制
を
山

L
ζ
Fる
川
札
制
・
財
政
J
H
4

詳
論

i 
る

（
～
初
賦
に
関
わ
る
要
一
口
の
み
を
い
い
U
fに
引
巨
一
マ
し
ま
た
は
喫
約
す
る
一
〆

一
一
刊
日
凡
肝
一

世
紀
p

別
1

十
円
前
英
丸
、

昭
帝
捌
か
り
宵
帝
閣
に
カ
リ
け
て

ー
丘
一
均
一
・
＋
巾
人
仇
又
な
三
の
徳
川
川
子
ど
伶
ノ
＼
津
川
町
ー
の
農
民
の
某

い
似
ね

h
L市
出
茶
税
が
あ
っ

と
が
あ
J

た
J

私
に
は
収
建
物
の
三
十
分

η
一
を
納
入
す
る
川

m
fお
J
び
そ
の
引

人
訪
日
制
と

L
て
史
試
が
あ
っ
た
｛
一
誌
の
試
は
、

本
的
な
刷
出
不
色
ハ
旧
日
い
は
、
相
、
に
裁

f
Fエ点、

一
円
一
ま
と
‘

一
括
し
て
史
以
と
町
、
寸
れ
ど
、
と

す
る
ほ
か
は
、
円
昨
日
出
と
ほ
ぼ
同
旨
な
の
で
符
略
す
命
。
筆
名
J
o

「
回
程
4

烹
試
合
基
牲
と
1
q
る
且

R
R負
担
は
、
去
に
よ
コ
て

いh
計
二
ド
以
祝
さ
れ
、
基
ふ
約
に
は
郡
匡
を
中
7“
一
と
し
て
貯
健
蓄
は
刑
さ
れ
た
一
苧
々
の
郡
山
目
的
貯
伶
の
な
か
一
か
ふ
各
郡
悩
の
全
人

U
数
に
ー
ハ
一
一
践
を
来
じ
て
得
ら
れ
た
山
号
治
相
当
の
則
初

が
各
都
村
山
町
ら
中
失
政
府
同
首
J

杭
さ
れ

カぎ

1
4
U
H
・
縄
問
↑
h
i
m－特
J

配
昔
一
貢
献
賦
な
と
と
汗
ば
れ
て
（
拭
散
と
も
汗
ば

大
l

叶
防
止
成
政
の
基
本
財
源
を
措
育
成
し
れ
～
り
仰
ぎ
一
つ
に
、
臨
帯
的
経
忠
誠
涜
い
は
、
一
委
縮
」
（
中
央

l
地
ん
問
）
、

筆
者
一
総
計
約
問
。
憶
銭
（
r

段
呉
市
約
六
f
u
憶
絞
｝

山
中
市
八

高
陵
、
ま
か
～

は
同
州
リ
勾
」

三
氏
大
町
向
F
h

に
一
ミ
ハ
L
t同
河
内
月
前
日
的
物
流
」

γ 

'"' 

,, 

h

A

代
＋
川
町
帆
山
慨
は
主
一
わ
め
て
グ
タ
モ
叫

川
別
皮
化
さ
れ
三
古
央
弓
叶
費
調
1
一
ん
え
ノ
工
、
の
賦

E

賦
数
以
外
に

一
一
民
間

に
お
け
る
際
金
保
行

戸
骨
パ
人
＼
の
叩
け
詰
時
ゃ

f
の
拝
礼
時
一
、

川
地
方
一
社
会
お
た
ぴ
池
町
政
府
い
に
？
ゐ
h
h
u

花
脅
一
の
調
達

な
描
四
月
慰
金
と
労
力
佐
世
ハ
ス

ペ
地
方
自
前
川
官
長
や
屑
主
γ
い
よ
る
民
氷
山
帆
転
、

〔
小
央
政
府
に
J
る
部
博
司
タ
の
Frw
時
以
社
究
調
達

の
国
程
が
あ
っ

訴
制
「
起

hdは
品
よ
れ
の
出
U
u
内
政
濯
川
針
。
本
格
的
開
始
は
、
両

E
武
一
巾
町
内
十
札
康
年
間
〈
二
人
口
一
八
l

力
年
》
）
は
、
渓
代

内
世
界
一
長
e

川
克
紙
。
口
九
州
い
代
診
し
て
成

v
し
た
。
プ
て
の
判
明
度
的
特
徴
は

的
制
同
収

rpつ
命
白
日
生
産
税
制
同
収
へ
の
変
化
で
あ
り
た

司
" 2心

じ】〉

が

起こ尚
,)) ＇イ！

よ人
う if!
・c ＇果

あ税
る，，，カ＝

ら
し子守
刀、単

し f"'
b電；~
.:'I 似
j主ヘ

ti て
T I, 
(!) 戸クー

L、

よ 1亡；；
う芦
な幣
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｛「
M

H
V
h
J
川
を
唱
、
よ
ゐ
一

「
銭
安
午
町

。
年
、
山
間
渓
本
の
献
＋
川
町
三

r
－v
奇

に
は
混
一
手
引
の
一
出
品
叩
，
国
人
賦
刊
日
と
い
田
口
繰
政
住
ト
の
日

（
一
九
六

配
杭
’
百
判
制
と
い
主
主
仔
し
に
い
た
が
、
ル
臣
、
王
朝
刊
滅
亡
、
現
半
戦
の
山
は
止
に
ー
も
主
っ
こ
、

戸
羽
制
は
官
視
の
税
制
－
中
A
A

九符

撲
は

事
一
中
山
・
尋
銭
e

口
銭
）
を
代
替
1
b
%
の
と
な
っ
丈
デ
、

U
H

－
 

E
ぺ
ア
に
較
の
制
麿
外
刑
問
と
し
て
成
長

L
亡
き
九
人
氏
般
で
あ
る
円
一
可
「
古
h
J

予
wtbが
l
合
一
し
し
た
の
は
‘
主
と
し
て
軍
事

安
川
畑
違
判
川
凶
「
ん
と
な
っ
た
。

「
ノ
剖
判
明
は
、
形
式

i
法
の
更
一
川
町

そ
の
し
工

経
費
を
誠
達
す
る
と
め
い
臨
時
に
宅
地
主
九
た
試
散
で
あ
り
、
そ
の
i
k
m
形
法
と

L
ご
み
心
、
世
紀
半
ぽ
以
役
一
日
能
化
し
て
い

た
同
肌
紋
説
で
あ
ツ

な
お
、
建
安
一
八
』
7

一し一

九
六
年
守
リ
M
L
雪
山
慌
が
司
北
九
就

h
r
L、
R
b
界
最
し
て
只
屯
同
制
を
妥
結
し
た
怠
ご
あ
い
り
税
制
上

重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
」

f
Q

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

一
人
刈
丙
正
汁
町
端
的
一
門
調
制
は
曹
誌
に
’
調
制
の
ん
｛
判
戻
阿
で
あ
り
、

県
段
階
に
お
け
る
山
長
的
な
利
税
収
取
と
そ
れ
ム

J

収
収
物
を
長
俊

に
F
U
同
J
p
w
U
にふ

M
A
じ
公
賦
に
二
k
E’U
川
宇
る
二
つ
の
層
次
に
分
日
付
れ
て
い
ら
J

。
山
県
段
階
ご
は
、
農
只
ケ
什
戸
の
家
淳
一
許
緬
鈎
に

ち
こ
ゴ
い
て
九
等
級
ぶ
嶋
一
打

v
、
そ
の
モ
瓶
吐
い

μ
応
じ
て
絹
・
綿
そ
の
他
の
物
資
を
税
収
ー
を
わ
ら
抗
物
は
堆
い
勺
に
一
日
貯

備
’
宝
台
持
…
辺
一
」
れ
た
τ
各
民
間
は
、

両
日
付
吊
そ
の
文
配
口
数
に
秘
悶
耐
間
隔
椅
（
い
つ
絹
一
行
の
一
作
賦
武
装
車
十
を

F

一
2

J

K

M

k

l

句
加
を

バ山

t
Z
L、
地
方
貯
泊
の
中
ト
ら
綿
紺
右
、
ι
の
は
物
心
A
U

公
訳
、
と
し
て
百
納

L
、
中
央
政
府
対
政
を
構
成

L
た
。
一
n

J

、C
1

～

A
qト－

L川

以

f
の
本
羽
で
の
諮
見
市
を
総
じ
て
vワ
察
す
る
こ
と
い
よ
り
、
和
と
放
の
桓
巽
は
同
叶
内

f
あ
ゅ
の
「
一
一
ぞ
し
て
担
｛

H

一
」
び
税
）

にー明叫？レ

ピ
は
日
明
叫
内
異
論
を
凡
な
い
が
、
想
以
一
は
裁
で
あ
る
υ

と
h
わ
け
涜
伴
、
か
ら
悶
否
問
じ
長
る
試
は
、

y
M
v
v
u
l
f
一
、
算
弘
司
一
史
試
－

U
試
を

意
味
し
、

山
市
事
に
院
し
々
汁
郡
日
比
一
に
お
｝
、
ど
収
殺
さ
れ
る
人
頭
税
ど
あ
去
が
、
同
税
庁
て
、
地
方
的
昔
郡
阿
伊
ら
巾
火
政
府
へ
公
賦
ー
と

阪よ法学162 u 4 4'7) 98)l c三り12ll) 



三



い
v

の
ご
J
的
『
。

ム
見
一
比
例
の
場
合

東
沃
羽
酬
は
、
高
河
慌
の
山
台
市
馬
た
山
の
古
木
測
に

h
出
し
、

T

ハ
海
の
浜
辺
に
居
住
し
て
い
る
ο

北
は
抱
雪
・
へ
ん
イ
、
南
は
滅
相
と
杭
非
を

接
し
て
い
る
小
川
円
で
あ
る
。
土
地
は
肥
沃
、

で
村
裁
が
よ
く
主
与
、
前
医
科
に
沼

L
C
い
る
（
「
其

i
地
肥
土
ヘ

中
附
）

V
一
ー
幻
設
す
ノ
井
出

持
。
一
」
が
、
六
回
間
に
あ
っ
て
そ
内
圧
渇
か
ら
遂
に
出
句
琵

jhn属
九
返
何
回
一
吋
賢
一
」

す
る
ヲ
一
と
と
な
ペ

世
J
h
伝
は
秘
税
に
研
司

二
ー
、
ベ
フ
l
〉
こ
己
、

d

亡
、
r
J
o

l
－－

1
0
2
2
i」ニコ：
X
i
－
－
し
」

旬
民
i主
国
民

其
i品 中
之人
知人
奴 J;,
f長Ff喧
」一者

fcJ: 
1~ 
ヰ：

又
使
大
加
絞
責
立
r

租
税

記
命
、
的
、
塩
、
海
中
食
物

干
出
担
佐
円
九
致
h
／

J
A
送
主
ハ

zrけ
月
刊
と
片
付
府
内
信
一

ヲ
コ
一
は
、
主
百
上
、

し
た
が
～
一
て
ー
え
よ
一
上
は
、

原
文
は
一
机
税
」

で
あ
っ
て
、
一
租
賦
」

prζ
ーヘふ

一

h

J

l

、

"" 
麗，＇oJ
の 1売
上勺
隠！

部，；i'i百
車

をし
L ・c 
k、

涜並
実 .)ii

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

向J

利
税
」
並
？
に

；， 

L込

を
大
加

い
川
市
布
、
魚
、
祐
也
、
必
中
食
品
叫
」

f
N
U

下
一
雑
税

立
し
め
て
ド
る
、
と
間
前
寸
ベ
え
で
あ
ろ
う
そ

L
て
、
「
利
抗
」
並
び
に

1

滝
山
花
」
に
係
る
税
物
を
沃
川
口
↑
の

F
一
戸
ド
ド
ニ
甲
山
原
献
を

ー
担
負
L

v

f

L

－
局
勾
民
ま
で
淫
搬
手
は
て
い
る
の
で
あ
る
－
去
し
り
に
沃
掘
の
た
広
今
一
送
致
さ
I

円
」
て
州
安
こ
な
し
、
そ
1

〕
て
こ
れ
ち
の

男
E

ん民会一
h
比
例
町
、
下
慌
の
ご
と
く
に
遇
ぜ
て
い
る
一
て

一
同
川
匂
脱
出
VIU名
で
に
L

仰
の
配
、
一

東
沃
出
が
μ

門
司
川
町
凶
に
怯
馬

L
七
刊
弘
氏
も
、
い
同
句
麗
は
車
吋
パ
沼
山
の
人
人
を
「
悦
お

に
汁
治
し
と
そ

の
～
「
Lγ

一統
h
y
？
さ
せ
、
経
日
制
を
含
め
よ
叱
税
徴
収
協
は
宇
べ
て
村
出
の
γ
ん
か
に
準
採
き
せ
と
い
る
n

位
同
町
門
に
対
す
る
支
配
力
実
態
し
ら

租
ね
土
寸
依
収
濯
の
過
酷
与
を
店
主
彫
り
ド
す
る
記
述

C
あ
る
。
ち
コ
と
も
、
ご
こ
は
「
和
成
一
戸
、
あ
っ
て
h
却
鮮
J

は
さ
き
る
。
仮
に
そ

い
わ
ゆ
る
桓
試
徴
収
権

切
を
ド
八

M
L統
4
h
さ
せ
る

主ι

一
村
…
…
に
M
F
M
仰
の
担
J
H
r
は
正
忘
上
引
円
前

う
で
し
め
る
と
す
る
と
、

－r
よめ吋
G
A
M

－
ノ
、
こ
の

待
相
の
み
を
一
1

早
川
判
長
致
之
」
と
な
去
で
あ
ろ
う
一
し
か
し
実
路
民
、
東
沃
氾
は

τI刊
誌
豊
穣
戸
じ
め
る

阪よ法学162 u 4 4':!) 980 c三り1211= 



宇一
y
v
p
p円
、
持
旬
以
山
へ
、
運
搬

1
る
初
物
か
ら
白
羽
を
ヘ
÷
く
除
外
ど
J

わ
け
で
は
な
い
の

E
あ
ろ
う
）
隙
寿
は
、

F

こ
は
慎
重

EIL確
に
、

日
川
↓
川
内
ピ
L
ム
↑
と
以
9

4
R
I
l
l
－
－
 

：
J
h
」一

以
ー
の
よ
、
？
に
型
前
し
な
い

2

／一

」
抱
専
の
均
八
口

日
出
雲
は

荷
は
北
マ
町
一
迫
に
い
按
し

cい
る
“

わ
穀
、
牛
、
馬
、
麻
布
を
仕
す
れ
V
u

ー
に
者
反
（
全
体
内
指

大
へ
ふ
の
車
止
千
余
里
に
あ
h
川、

導
者
」
は
い
な
い
が
、
民
落
ご
と
ぷ
六
人
が
い
る
川
少
数
だ
が
勇
猛
で
あ
る
、
し
か
し
不
潔

以
黄
初
巾
叛
之
。
一

ツ

"" 
こ
こ
で
は
和
試
に
は
ヲ
る
次
の

記
述
M
J
あ
る
り
「
円
山
県
ヘ
ビ
止
可

出
版
夫
人
将

i
へ
ん
ホ
主
主
税
一
以
豆
可

犯
禁
止
、
漢
の
時
代
以
来
、
十
六
へ
示
日
ド
位
戻
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
上
人
余
が
一
其
の
刺
賦
」
む
と
責
る
こ
と
亜
し
」
の
誌
に

以
r
J

て
貝

初
巾
止
に
認
す
一
」
と
あ
る

こ
こ
は
、
＋
大
へ
小

ι
トハヴ

ω
苛
紋
詠
ぷ
む
あ
っ
て
、
一
但
飢
」
の
文
一
円
が
よ
く
郎
解
で
き
る

C
F
4
に、

制
悦
」

の
み
な
ら
ず
、
夫
人
f
が
i

仏
く
「
科
」
や
一
肌
の
全
般
一
正
八
円
ほ
・
労
役
を
A
d
も
っ
一
に
わ
た
よ
ー
、
重
課

L
徴
売

L
だ
と
い

7
こ
と
む
あ

F

？
っ
。
抱
患
は
こ
れ
に
旅
え
か
ー
叫
℃
、

苦
一
初
計
問

六
日
、
に
た
八
ホ
に
対

L
て
謀
誌
を
起
こ
し
た

F

そ
一
一
で
犬
余
は

L

1
1
》
江
川
恒
山
岳
を
討
伐

1〕
た
が

つ
い
に
こ
れ
を
以
服
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ι

｛
）
法
的
場
合

蹴
（よ

キ
は
ド
丘
町
に
化
は
高
句
麗

E

氏
加
壮
一
に
按
ー
二
に
い
る

一一悶
f

ハ
年

楽
治
十
九
｛
寸
劉
茂
・

ι干
リ
カ
太
守
口

J

逗
は
伝

一

4
1

↓、

け
知
L

，rhけつ

東
の
減
μ
T
U
同
句
誌
に
属
し
と
い
七
こ
j
か
打
率
、
を
起
戸
～

L
f
こ
れ
を
攻
の
た
に

小
耐
俣
ら
は
口
巴
落
を
挙
げ

C
降
伏
し
と

「
五
耐
性
山
寺

平
U
色
町
伊
平
、

n

汁
始
八
年
に
は
貌
ー
、
朝

z
u
L
乙
γ
ハ
耐
明
ー
の
件
ιγ
一村一元

L
C
い
る
“

刈
4
h
r

ご
と
に
郡
に
詣
コ
て

し
か
し
、

γ
ハ
耐
高
士
は
、

町
刊
誌
は
湾
、
つ
が

ぃI
素
は

般
人
と
V
H
届
と
い
う
状
法
で
あ
る

「
居
処
程
在
民
間

選
之
如
只
一

U

一

司
一
院
議
税
制
判
認
。

む
有
平
低
一
弘
河
刈

快
給
役
川
紀
可

九
本
浪
郡
明
川
市
七
ケ
仰
の
有
ギ
同

己
打
八
山
悦
子
山
肌
掃
の
徽
発
が
あ
り
ま
た
労
役
の
川
九
千
を
あ
て
が
わ
れ

都
の
一
般

減
上
ら
に
も
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四



尊
ヰ
ア
ロ
即
ち
J
U
主
は
県
立
ア
郎
九
一
民
治
〆
ん
H
f
h

り
羽
賦
L
Y
収
め
る
権
利
を
有

d

、

r
っ
そ
の
明
賦
徒
一
一
以
蔵
オ
る
九
め
の
郎
閣
を
有

1
る一
i

士
一
を

比
一
へ
た
も
の

y
h
h
F
J
る
が
、
和
と
賦
の
メ
一
別
に
は
一
一
口
屯

L
二
い
な
い
｝

v
v
L注
日
す
べ
き
は
、
「
品
同
士
は
也
賦
を
収
め

一
以
ヘ
省
略
一
と
述
べ
、
課
税
靴
店

る

亡、

z／
れ
を
邸
悶
い
率
、
つ
る
と
同
町
に
、
市
の
交
易
を
監
視
せ

L
め
て
、
そ
の
交
易
税
を
れ
の
丈

羽
を
邪
馬
台
川
円
ど
は
せ
ず
、
各
閉
山
T
K
L
乙
い
る
こ
と
で
あ
心
。

－3
井
ト
品
山
f
は
庁
ん
も
、
認
似
権
者
に
却
し
地
方
小
田
説
を
J

咋
り
、
拾
木
誌
に
お
礼
肢
を
ー
の
し
て
い
る
が
、
担
拭
ド
つ
い
て
は
、
ー
「
担
試
を

以
む
ム
却
に
邸
凶
問
あ
り

い
つ
h

に
h

の
で
あ
る
。

m川
闘
の
町
は
邸
入
行
、
同
は
穀
物
を
貯
ズ
る
へ
相
内
£
じ
あ

と
い
う
の
は

：
E

Y

J

i

 

と一－
P
寸
ァ

σみ
に
ぷ

ξ

－nv
b
Lい
H
g
U年
一
L

うヘ
L
、宇品、

f

l
よ
一
寸

i
J
I
l

一
円
相
賦
を
収
む
と
円
却
問
自
り
」

j

一圭口
4

く
だ
し
、

租
賦
」
は
岡
山
山
ど
あ
り
地
初
で
あ
り
牛
産
羽
収
取
で
あ

」
と
述
べ
る
が
、
部
院
に
つ
い
て
は
、
一
中
な

4
公
共
慎
一
烹
…
倉
庫
で
な
く
稀
山
一
八
核
r
百
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
、
都
民
や
匿

l
l』
実
守
系
列
の
ー
部
分
的
防
御
円
相
織
と
の
関
連
で
珂
慢
す
ど
の
日
中
台
討
も
よ
い
と
忠
、
つ
に
と

1
4
0

が
設
置
し
た

ま
た
判
丘
中
、
次
の
F

で
つ
じ
も
古
川
じ
ゃ

「
係
人
伝
の
「
祖
賦
」
は
出
国

1

大
ヘ
」
の
「
h
l
戸
」
か
ら
の
以
取
で
は
な
く
、
借
土
の
以

取
な
の
で
あ
る

一

一

？

も

も

そ
れ
は
主
れ
元

か
ら
の
J

日
以
で
も
な
い
と
思
う

大
需
を
と
な
い
九
回
か
ね
ゴ
土
ち
な
い
よ
う
な

長
ょ
の
「
J4
カ
国
」

ツ
ク
ン
政
棲
構
成
諸
国
に
対
寸
ご
や

1

和
賦
t

な
の
で
あ
ろ
う
一
〕

川J
P
V
、
足
一
一
央
伝
は
、
十
六
余
之
の
担
賓
の
色
落
か
ら
の
、

μ

司い
J
盗
ヱ

の
沃
罰
的
門
田
需
が
ら
円
、
生
産
物
品
、
好
尚
々
の
強
制
約
な
収
取
に
以
つ
一
一
＼

1

和
政

の
話
を
あ

C
て
い
る

L
一L

「
和
税
一

東
夷
伝

ur称
税
と
在
試
を
使
い
分
け
て
い
る
守
一
と
、
桂
L
5
3
J

は
相
税
は
、
土
と
し
仁
川
和

t
あ
る
？
訴
は
民
税
を
省
ま
な
U

こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
亡
し
検
討
し
た
コ
し
か

L
、
山
回
一
正
は
租
試
を
凶
川
和
ど
あ
る
し
乙
し
な
が
ら
ち
、
郎
関
を
兵
相
殺
と
し
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
ア

ι山
｝

ク
シ
政
潅
か
ら
の
生
戸
物
や
労
働
ル
の
説
明
均
収
取
も
再
刊
誌
、
一
J
L
f一
ヲ
る
か
ら
‘
試
の
ん
じ
在
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
〈

ふ
γ

七－

m場
一
博
氏
は
、
ー
引
賦
を
収
む
、
都
民
め
り
、
刻
一
凶
市
あ
り
ず
骨
量
…
も
て
交
易
し
、
人
笠
合
し
て
こ
れ
を
監
せ

レ）
4
4
H
L
さど、
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だ
し
、
札
羽
賦
／
一
有
邸
閣
を
分
一
正
｝
一
て
い
る

HWゐ
ト
匂
五

3
i
J
C
十
J
肌

；
t
L同
一
、
：

4d賦
♂

U
H
A
ぐ
・
み
つ
芳
一
を
収
め
る
、
応
間
一
へ
円
庫
・
邸
主
晶

ーこ斗ヲブ仏

司
店
な
ど
一
が
あ
り
、
図
上
々
に
市
が
あ
る
コ
貿
易
会
一
お
こ
な
ペ
ト
ヘ
俊
（
侵
入
二
w
大
人
一
に
一
i

一
れ
キ
佐
川
容
さ
ど
る

か
し
そ
れ
以
ト
の
詳
述
は
な
い
。

仰
の
印
刷
川
が
あ
る

人
々
は
右
虹
を
交
埠
一
し
あ
っ
て
い
る
が

ニ
」
叫
彰
υ久
氏
の
現
川
九
J

山
計
一
は
次

η
と
お
い
け
で
あ
る
の
「
邪
寸
J

台
凶
は
人
々
に
u
t
－
試
ま
納
町
〈
一
一
せ
、
ま
七

邪
馬
ヘ
日
出
は
γ

ヘ
倭
じ
ん
町
じ
て
そ
の

h
鳩
を

E
Pヤ
じ
は
市
何
時
が
あ
っ
て

～r
m
u日
U

さ
辻
ご
い
る
ー
一
υ

戸い店占
d

主ム
寸「

(¥ 

に

あ告書
るs【 ノ戸、

叶；

台
匡

k、

あ
？ 

;, 

0) 

立

場

流
山
～
権
苔
は

各
組
め
王

一
軒
本
現
）

ー
）
寸
刈
F
p
r
a

－
卸
小
南
一
郎
氏
は
次
の
よ
う
）
w

訳
出
し
て
い
品
。
一
担
税
て
肌
況
の
縦
収
が
れ
な
わ
れ
、

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

可

G
c

何
々
｝
山
市
場
が
阿
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
物
町
の
す
一
日
制
日
中
v

わ
ふ
わ
ふ
わ
れ
て

」
0 

こ
F

」
で
は

賦
」
は
賦
川
は
C
訳
出
JF
れ
て
い
る
か
コ
、
賦
は
役

土
問
山
村
什
ま
た
は
包
ヘ
寸
す
る
も
の
ど
の
組
終
日
か
土
さ
れ
て

iゾ、
" ~， 

’4
7

4

一、

こふ出口しされ
r

－
ち

P
J

f
7
山f
汗
＋
際
信
山
氏
ら
は

れ
」
門
ー
を
収
納
守
る
た

で
じ
な
く
て
、
邪
馬
計
一
刊
と
与
、
λ
ミ
ベ
き

4
L

の
引
税
之
、
収
め
る
y

日
出
？
が
泣
か
れ
て
い

大
没
収
；
州
ぜ
ら
れ
て
そ
の
位
告
の
仔
｝
『
中
コ
つ
に
i
v

人
々
は
古
川
k
t
…
を
六
人
挨

L
あ
つ
に
い
る
。
」
（
得
点

と
剤
一
九
万
ら

そ
れ
い
つ
を
収
納
す
る
え
の
め
邸
悶
が
あ
ん
匂
ハ

何
々
に
は
市
場
い
が
あ
っ
て

論
点
い
つ
ヨ
慎
重
な
記
述
と
右
っ
て
い
る
。

人
メ
ー
に
悶
t
e
以
の
税
チ
納
め
さ
せ

筆
お

－
い
続
野
五
い
立
防
庁
ん
の
μ

い
ん
解
は
次
の
と
お
り
ど
あ
る
川

「
即
刊
五
ム
リ
川
閉
じ
は
立
派
な
郎
川
闘
が
あ
っ
一
た
と
い
わ
九
、

こ
の
女
l

国
は

i叶

毛L
Iii 

～－ )-

記建
五三て長＂＇・
、諜
ゐ9n I 

二！：；

筆
昔

百
々
の
あ
い
が
の
J
4
宝
物
を
交
易
ナ
る
市
庭
を
自
伝
の
V
m
廿
ト
～
お
川
て
L
と
と
も

りと

L
、つれ
j

i
d
f
t
J
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〆工
q
Z
Q

以
ト
の
代
表
的
な
有
力
諮
兎
終
の
一
に
あ
っ
て
、
⑦
説
、
一
山
説
お
ぶ
び
③
説
で
は
賦
の
判
別
に
係
『
主
将
止
が
明
暗
で
は
な
い

し
て
い
な
い
よ
が
も
ア
て
の
他
の
説
で
は
、
践
の
制
喜
一
存
認

戸

r
i
l
l（

fg氾

下
し
る

試
の
初
十
一
川
行
疋
一
ヲ
む

ま
人
に
は
明
記

と
J

句
礼
、
は
、
邸
閉
山
い
収
納
ず
ら
乃
は

日
帆
・
試
の
う
ち
の
税
物
η
み
で
あ
る
力
ら

そ
の
山
d

を
意
識

r
c
r
γ
1（
ん
試
で
は
文
章
Jγ

区

切
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
正
当
だ
と
官
、
っ
。
さ
ら
じ
一
日
正
ぽ
、
だ
か
ら
こ
そ
、

1

以
担
拭
ー
名
前
川
尚
一

ご
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
の

C
あ

る
。
中
草
書
店
刊
ブ
一
回

ι
一、一
J
h
l
一
芳
一
出
〆
も
そ
う
で
あ
ヲ
た
。
ま
た
、
住
町
烹
況
は
、
；
作
山
戒
を
以
む
る
ド
ド
邸
掛
布
り
一
と
「
一
汎

A

L

S

、

v
f
J
R
ハ
も

L
ま
オ
合

中
自
社
会
思
想
定
の
福
永
光
司
さ
ん
』
仁
る
と
、
ー
羽
耐
帆
J
T一
収
な
＝
郡
広
有
り
」
と
読
む
X

さ
だ

紹
介
し
て
い
る
一
筆
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
青
再

に
ふ
の
ヴ
ド
w

一
）
布
院

い
昨
日
間
一
一
郎
氏
は

凶
l
心
に
使
府
吋
ら
れ
て
い
る
部
隙
の
一
一
耳
目
例
を
崇
め
て

そ

れ

ら

を

逐

快

委
九
三
L
j卜
こ

t

f

1十し
J
L
J

；

例
を
得

討
ー
し
た
が
県

」
こ
に
い
う
と
こ
ろ
心
部
悶
は
す
べ
て
大
規
模
な
ι
車
中
川
急
車
で
あ
れ

つ
窪
穀
を
そ
の
貯
誌
の
告
と
J
q
る

が

な

たお
戦

り具
で十
あ刊う
るuそ
し＿ on 

i虫
よ， '7) 

；百貨
町民f
三ヰa

も

＇’ιJ 

ゐ

あ

d
交
通
・
不
吉
下
上
的
要
地
、

｝

手

」

J

、

f
J
L
f
7
L
 

政
山
口
・
妊
治
的
問
心
弛
等
に
お
か
れ
て
い

貌
志
倭
人

L
に
つ
い
て
は
、
「
倭
人
伝
以
外
の
応
悶
は
草
F
一
一
倉
庫
で
あ
る
一
」
か
ら
、
「
倭

や
は
ね
一
一
続
的
悩
吊
の
ま
ま
に
軍
泊
合
時
と
併
す
r
J
m
M
d
一
也
ー
ー
で
あ
ろ
う
。
と

人
い
い
の
邸
悶
を
例
一
一
治
川
阿
川
と
見
ゐ
必
要
は
な
く
、

ヲ

ノ＂
0 L

か
し
、
法
川
以
出
力
一
旦
は
、
「
「
郎
一
も
「
用

者
時
こ
と
論
じ
、
「

tmm
は
「
f

八
企
単
一
と
訳
す
べ
き
誌
で
あ
ろ
う
、
と
U
Z
い
ま
す
口

も
、
ぶ
ポ
カ
山
誌
に
「
不
と
沌
係
す
る
意
味
は
ふ
く
ま
九
ず
、
た
ん
人
切
る
「
ド
八
%
h

巾
略

庫
を
さ
－

v
日
μ
一日

原
主
と
し
て

の
一
部
地
」
は
た
ん
な
る

「
大
企
匝

で
あ
っ
て
、
「
市
川
町
式
の
メ
ー
百
底
」

cは
な
い
と
ろ
う
、

ど
わ
た
し
は
F
し
っ
℃
l
v
J

去
す
っ
一
申 よ
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同

略
）
弥
法
時
代
的

Rrh
で
は
白
川
市
略
式
の
合
一
席
で
あ
っ
た
叶
詑
性
h
J
あ
る

」
と
述
べ
て
い
る

日
野
氏
自
身
ー
も
方
で
、
「
邸
閣
は
ぶ
京

的
に
苧
↑
一
一
倉
庫
を
h
A寸
い
川
一
刊
で
な
け
れ
ば
な
九
ぬ
μ

い
う
立
間
半
の
ー
で
の
向
取
は
な
い

（
二
位
邸
悶
の
百
九
千
か
ら
い
え
ば
、
貯
渋

滑
八
右
庫
は
す
べ
て
か
く
川
町
ヴ
得
た
わ
け
で
あ
ふ
、
」

t
1
「
党
現
京
・
＝
一
何
時
代
の
如
き
乱
止
と
は
軍
事
ド
ァ
万
事
い
慢
泊
す
る

一

i

、
｝

F

と
3
「

哲
人
際
ー
、
お
か
れ

c
い
七
人
ム
ロ
産
が
一
は
と
ん
い
一
也
1

市
古
庫
い
浪
勺
れ

r

一い

と
述
べ
る
の
日
出
計
柏
市
／
よ
わ

れ一比川氏

ノー卓
h
ど

原
も
あ
り
持
九
わ
け
で
あ
る
コ
そ
う

9
る
と
、
革
新
と
し
亡
は
伐
川
一
九
？
し
し
た
が
い
、
郎
防

j
、
右
庫
し
乙
却
堺
止
さ
る
を
泣
け
な
い
ー

へ
門
川
庸
た
る
邸
附
同
の
‘
そ
乃
用
達
と
し
て
は
‘

円
野
氏
内
解
羽
ど
お
り
の
’
中
市
の
ほ
か
、
有
税
刷
、
も
あ
る
、
と
す
る
座
間
肝

C
あ
る
「
す
な

わ
L

っ、

日
十
一
氏
の
前
町
し
た
軍
用
大
菅
直
了
一
し
て
の
却
憶
は
胤

μ
院
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
に
関
す
る
大
作
庫
も
心
扶
…
あ
っ
入
札
（
出
力
県

記
ト
の
各
数
の
行
政
，
ド
位
和
常
備
官
官
議
ikハ
上
鯨
千
人
を
か
か

fzwγ
工
一
正
の
心
め
の
貯
指
用
大
倉
庫
J
b
必
要
不
り
欠
と
あ
る
）
一

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

賦
に
対
i
U
1司
令
二
極
的
部
隊
で
あ
る
司
そ
う
で
は
あ
コ
て
も
、
一
投
人
な
悩
様
車
は
な
く
、
有
事
｝
一
武
装
し
て
す

J
ト
八
氏
不
離
の
状
取

に
あ
勺
ん
ど

L
1も
、
」
戦
巧
に
倫
え
と
軍
用
官
昨
が
考
え
ら
れ
、
一
ヤ
」
玲
の
才
、
配
陪
殺
は
そ
の
山
甲
車
ず
川
γ再
利
持
強
化
す
る
た
め
円
相
賦

る
オトJ

IT 
丸、

あ ん
るl面軍
〔~
」而

へ
円

/ って

グ〉て－

LI 主
曹t ~~ 
;I, ：ニ
骨手 、
ii ~~ 

と

な

Hさ

。
↓
時
の
民
耐
の
え
記
階
叫
怖
の
権
ッ
構
造
山
口

川
泌
が
判
明
し
主
人

今
世
し
、

へ
引
山
賦
の
出
倒
的
小
川
明
確
戸
一
は
あ
る
が
一
、

説
付
u
h
川
に
官
同
む
2

u野
氏
は
が
一
向

μ
、
「
綬
の
文
配

階
級
の
収
入
に
は
「
ト
九
段
」
キ

L
L世
子
一
一
め
と
「
凶
固
有
市
」
の
秘
（
古
税
で
あ
ん
う
ご

Z

X三

十
対
外
資

E，
の
巨
利
止
す
し
か
あ
う
と

日
川
川
、
そ
れ
ら
の
一
部
も
中
資
羽
と
し
て
邸
悶
に
入
っ
て
い
た
の
と
は
ι
J
U

か
と
ら
忠
わ
れ
る

と
、
論
語
を
川
村
J
h

で
h

る
に
一
品
え

ム
日
野
見
射
を
評
価
し
仁
、
倭
阻
ん
乱
の
伎
を
う
け
、

し
か
も
鈎
奴
国
と
一
和
以
筆
中
打
邪
馬
ム
円
刊
は
卒
事
出
家
と
し
て

η
傾
斜
一
安
強

的
、
軍
賛
同
川
遠
の
九
一
め
の
但
悦
体
制
と
、

そ
れ
を
誠
ず
る
大
規
塩
川
毛
布
事
会
障
を
必
要
と

L
た
と
以
わ
れ
る
が
、

ド
ぃ
野
内
併
究
は
、
ヴ
戸
、

九
を
具
体
的
に
す
ん
証

L
七
も

と
論
じ
て
い
る
川

ノ、
til 
μ 
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⑦
一
（
邪
馬
台
回
述
ム
ロ

m
M
っ
て
ν
勺

λ
る
と
、
↑
伐
の

七

，、

b
J

に
「
倭
凶
乱
相
攻
伐
明
年
」
、
ト
q
な
わ
レ
っ
、
多
年
に
わ
た
ゐ

の
光
和
片
山
内

依
何
十
八
乱
で
あ
r
J

て
の
結
果
、
何
？
は
に
い
に
蛇
弊
し
た
。
副
知
弘
合
出
に
法
門
間
々
を
容
易
に
制
圧
し
得
る
ほ
ど
の
正
倒
的
な
甲
事

力
が
な
か
っ

f
こ
と
も
吋
羽
し
た
ハ
そ
一
三
＼
倭
何
回
々
は
邪
需
ム
ロ
凶
述
合
を
結
成

L
、
「
乃
北
、
4

k
f為
土
、
す
な
わ
ち
、
北
斗
ロ

体
の
正
に
山
引
い
弥
呼
を
「
仕
ハ
す
二
J

共
同
し
ピ
擁
立
）

し
、
そ
カ
宗
教
的
脅
威
に
依
拠
し
て
ね
ω
T
T
A
と
ら
そ
う
と
し
た
「
そ
の
述
台
作

構
成
部
川
門
は
！
日
洗
面
よ
り
以
止
と
さ
れ
る
対
応
国
か
ら
邪
馬
r

行
川
田
ド
ム
土
る
八
か
同
お
よ
び
遠
絶
し
し
て
一
井
を
得
べ
か
ら
ず
、
と
さ
れ
る

そ
の
余
の
号
制
一
一
一

V
自
の
計

九
か
V
出

f
あ
る

一
昨
弥
可
の
4
1
ノ！
i

共
ぅ
」
の
一
下
一
滋
こ
そ
重
要
で
あ
ろ
う

J

年
弥
呼
を
邪
島
ム
わ
い
迎
合
の

K
王
に
ー
共
守
」

l
L
、
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
与
祭
古
品

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

と
、
川
そ
の
一
｝
と
に
よ
り
乱
を
円
、
結
さ
吋
る
こ
と
、

Yは
や
「
弥
一
昨
に
直
一
今
休
の
ん
民
γ
工
と

L
て

川
国
々
が
そ
の
伊
人
口
仏
に
加
臥

m
Tる
こ
と
、

の
法
的
権
成
ど
仏
閣
以
内
問
f

什
を
設
の
山
市
」
9
る
こ
1
1

F

早
弥
川
町
の
円
山
救
屯
道
争
点
一
台
体
の
宗
教
と
工
、
式
認
す
る
こ
と
、
一
川
迎
合
政
附

の
所
在
一

1

文
之
所
れ
）
安
部
似
合
同
と
す
る
？
と
斗
、

の
ム
ロ
盆
形
成
（
拾
い
体
的
苦
同
の
ほ
口
正
治
体
的
川
意
も
へ
P
E

ま
れ
ぞ
う
J

が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ー
γ
一
7
ν

一－月時吋日ド

そ
の
「
共
立
」
に
土
白
川
口
々
の
相
手
こ
引
き
燃
え
に
、
辺
合
体
構
成
諸
問
主

u
H政
府
｝

い
汁
ず
る
オ
政
的
共
同
負
伊
予
正
人
体
維
科
会
と
ム
い
う
べ
き
も
の
一

は
I
h

い門

住
合
注
パ
マ
リ

一

i
！
ー

の
付

7
F
一
、
ー
と
の
同
意
も
当
扶
…
九
日
ま
れ

な
け
れ
ば
な
ら
右
い
り

ヘ
上
記
立
河
一
参
照
）

？
生
じ
る
の

邪
馬
什
同
走
行
に
は
、

H
刈
狗
奴
回
国
刑
の
軍
事
費
の
は
か
、

葉
大
な
干
事
要
件
づ

さ
あ
る
か
ら
、
そ
の
登
用
分
川
町

2
し
て
の
述
ム
口
氏
州
り
へ
の
責
特

た
る
J
山
内
川
引
ー
の
協
ん

Jt請
と
そ
の
同
手
ぬ
と
あ
る
n

こ
の

」
う
な

M17一
日
が
な
い
張
り
、
武
力
行

hwに
主
る
制
圧
以
杭
ハ
で
は
、
哉
の
也
力
山
吋
収
取
は
で
き
な
い
「

山
ヲ
会
代
は
「
車
車
、
J

凶
同
十
六
会
の
指
定
の
M
H
落
か
ら
の
、
片
付
麗
土
の
氏
出
血
山
口
巴
奈
か
ら
の
、
生
者
物
品
労
働
力
の
位
制
約
な
収

阪よ法学162 u 4 4o7） 叩：ic三り12ll) 



vxp、
竹
川
八
一
J

i

、

I
1
b
j
P
R
ι
 

の
耐
を
あ
て
て
い
る
2

」
（
山
店
囚

こ
？
し
、
十
六
余
γ

に
つ
記
属
」
し
て
い
る
坦
心
境
、
品
匂

「
利
賦
」
1
4
也
引
」

震
一
に
「
己
属
」

L
て
い
る
氏
問
、
倭
？
一
に
「
続
出
内
」

L
L
い
る

y
ク
シ
政
品
闘
の
出
一

の
怖
を
あ
げ
L

い
る

伊
山
村

笠立守一

か
し
、
税
ヰ
倭
人

μぃ
丘
町
内
初
の
あ
る
こ
と
を
日
記
し
て
い
る
F

と
か
e

ら、

そ
れ
を
文
え
る
耐
拠
は
、
臣
属
や
統
M
柄の↑
h
h
A
H
、
「
共

υ

に
も
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
試
は
、
本
木
、
述
合
政
府
か
い
り
達
公
休
構
成
諸
国
い
対
ず
る
軍
事
告
の
獄
発
で
あ
る
う
、

こ
で
は

そ
れ
は
平
需
要
寺
の
名
目
で
の
役
立
Y
を
合
む
γ

も
の
で
あ
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
ー
邪
需
ιリ
川
は
、
邪
十
d
A口
国
連
合
内
情
戎
也
市
川
刊
に
対

L
て

誌
の
徴
収
を
打
っ
と
わ
け
で
あ
ゐ
。
そ
う
で
な
い
と
、
日
民
台
体
は
犠
打

C
き
な
い
υ

ム
U
3
2
F
b

R
へ
ぷ
＝
」

東
点
、
仏
に
は
、

〉
4
1
言

手

｝

ず

て

1

世
記
ロ

バ

ν±
ロムハげ
7
d
、

ん

／

7i’
q

4

4

花川卯士ハ！
ν↓

の
は

v

r
一品川
H
1
H
I
ハ4
U
L

夫
余
ギ
ム
ド
一
円

J

－4
－

巴

d
R川九

は
居
、
か
ぱ
告
す
づ
ら
と
、

ュ
相
子
が
L
な
い
た
め
、

巨
人
使
共
守
判
長
模
為
王
。
」
、

諾
加
が

委
恨
の
｝

店
会
」
γ
与
ハ
！
止
し
た
、

す
な
わ
ち
、

と
め
る
＝
ま
れ
円
高

（
γ阿
い
が
死
去

1
1？
と
、
一
長
男
の
）
技
人
市
が
不
自
の

旬
開
臆
F
に
つ
い
て
は
、

ー
同
川
市
不
自
ー

一、
i

〉

J

、

オ
主
J
J
K

e
j
で
ー
め
る
た
め
、
凶
人
以
（
小
中
の

何
点
践
を
共
i
i
L
て
［
と
し
と

D

i
i
n

！
V

－J
－
 

し

d
v
y
J
r一

ー
共
け
れ
」
を
、
↓
位
の
相
続
じ
関

ν

関
係
者
が
共
刊
し
て
宇
佐
L

流
斗
）
た
、
と
の
H
U

に
片
い
て
い
る
ー

卑
弥
川
町
の

抱
絞
閑
係
は
不
明
で
あ
る
に
J

関
係
戸

♂
ご
こ
で
は
、
倭
の
諮
問
の

が
さ
円
1

ご
に
立
二
宅
リ
ド

ζ
J
l
r
町
一
戸

h

h

一

J
i
l
l

～

1
1
j

：
li

、
；

誌

、

J
J

一

A
M

ピ、

？
と
の
共
り
の
経
緯
は
異
な
る
と
し
内
包
も
｝

川
ぇ
一
Z
Uが戸川

γ
つ
れ
て
い
る

ζ

回
解
1

〕
て
一
ふ
い
ご
あ
ろ
う

－L
－
軒
’
試
の
切
と
市
い
悦

ム
？
の
概
可
に
伴
一
い
わ
ば
和
干
の
什
、
信
と
し
て
邪
馬
什
伺
達
公
構
成
諮
問
は
、
邪
需
ム
h
M
m
に
よ
る
試
の
段
収
を
A

心
訴
し
LT1
各
国

＋
T
t
t
一一、
1
、

t
r
d
J
；

｝

／

 

出
却
を
、
と
ず
る
釈
や
へ
張
物
約
ね
と
し
て
均
一
慌
の
川
引
を
d
h
し
た
で
あ
ろ
う
が
同
そ
れ
ら
の
ね
物
ぽ
い
ア
一
ん
ん
存
日
刊
の

大
台
車
戸
町
州
問
一
い
除
人
・
情
書
さ
れ
、
そ
の
巾
か
ら

Frめ
合
意
さ
れ
た
、

一
人
口
。
工
設
な
と
お
よ
び
市
取
引

カ
市
悦

規
伎
の
犬
小
科
皮
ほ
山
川
宏
、
し
て

穴
山
主
的
で
は
な
い
何
ら
が
の
ド
易
な
胤
諒
基
準

当
時
の
十
本
院
な
袋
入
社
会
F
T
M

中
村
の
ロ
菰
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判
例
に
拐
す
る
複
維
な

ケ
行
戸
別
の
京
ザ
一
洋
価
の
似
ま
で
は
採
円
一
同
い
な
か
コ
土
で
あ
り
一
つ

に
h

っ
て
比
一
川
尺
一
」
刊
れ
か
、
数
主
の
続
物
会
、
川
市
一

九
口
政
府
へ
公
賦
ピ

L
て↓間三納
L
Lハ
ご
賦
の
制
で
あ
る
一
こ
の
広
明
八
川
、

お
ふ
ょ
っ
く
は
そ
の
桜
税
祁
織
の
一
治
ト
大
佼

E

十
八
古
が
軍
事
取

察
機
舵
と
兼
付
し
て
担
っ
て
い
た
の
亡
あ
ろ
一

説
L
心
偉
人
い
仙
の
つ
h

述
か
ら
は
民
ム
政
府
の
統
治
組
総
の
討
釈
は
問
μ
っ
か
で
は
な
い
rMJ

彼
税
和
織
が
な
け
れ
ば
税
鴻
は
機
能

L
な
い

て
こ
で
開
廷
は
市
悦
「
あ
る
が
、

1
M
M
川
右
市
市
九
日
却
右
証
一
悔
大
倭
官
一
之
一
と
あ
る
い

「
ヲ
ぶ
コ
ケ
J

）

f
t
t
 
M

川
々
の
で
に
お
い
て
宥
た
の
父
局

ーj
「
れ
わ
れ
、
述
合
政
府
は
？
と
の
派
込
d

じ
た
る
パ
倭
い
そ
の
全
体
的
計
一
り
や
」
古
川
凶
・
官
官
さ
日
一
て
い
る
ρ

こ
こ
で

1

監
」
は
あ
く
ま
で
も

乙
J

表
～

L
た
が
い
、
見
張
り
ト
取
締
り
い
ど
と
ま
る
、
と
山
併
す
ー
さ
で
あ
？
っ

何
々
の
市
で
心
、
ケ
町
医
相
瓦
間
の
そ
の
時
々
の
物
者

の
交
ロ
知
連
－

wか
各
地
域
特
有
の
市
場
慣
習
日
町
り
行
わ
れ
る
の
ご
あ
ろ
う
叩
ち
、
で
の
市
場
ン
ス
一
y
ム
円
以
部
斗
北
h

u
ー
と
っ
て
は
締
め
て

離
情
だ
と
い
凶
ら
わ
れ
る
り
主
ら
に
、
山
中
市
人
政
府
に
よ
る
沿
慢
の
権
け
的
な
市
湯
介
入
は
ブ

7
Y
7
γ
i
ケ
ツ
k

化
を
も
丈
ら
寸
、
と
い

邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

う
こ
と
も
あ
る
弓
そ
う
4
ど
と
、
）
戸
一
～
政
府
か
ら
の
派
員
官
が
市
場
取
引
の
詳
細
を
淫

的
時
に
掌
犯
し
て
課
税
吏
務
を
行
今
一
一
L
r
ふ
h

困
難
と
あ
る
一
員
数
的
に
も
無
限
一
ち
あ
る

すけ
e
A
仙
の
石
括
的
な
一
一
円
税
他
ほ
同
々

J
Lめ
り
（
前
記
同

）
一
泊
る
の
惜
式
説

J
U
1

ヲウ、

井
上
説
寸
課
税
卜
力
法
も
地
域
の
特
殊
事
情
ド
精
741
工
九
島
村
li
証
機
借
り
白
治
に
委
ね
ム
れ
て
い
る
、
必
一
ド
？

xる
ご
乙
が
適
パ
ー
で
あ

d’J ,, 
, 

注
入
口
政
切
手
い
よ
る
間
々
の
市
取
引
に
対
ず
る
課
税
は
践
の
収
取
に
〈
け
め
に
行
わ
れ
さ
る
を
得
な
い
、

7
1

一、

ヰ
布
、
り

－」いり、】八こい
p
n
w
m

JL
去
の
え
心
。

、コ〉
1

－一

ι
2
1
4
4
V
1卜

ヰ
伺
止
、
議
士
心
地
立
人
伝
の
記

f
－
収
租
賦
有
部
広
」
の
六
Lλ

宇
を
い
か
に
筒
釈
し
、
脅
さ
く
だ
す
べ
き
か
、
そ
し
て
寸
の
場
合
、
邪
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馬
台
脳
連
合
仁
お
け
る
「
祁
L

税
・
賦
」
税
の
内
実
は
ど
の

5
？
な
も
の
で
あ
っ
土
か
、
に
つ
き
牧
討
よ
れ
ー
も
の
で
あ
る

t‘ 
お

本
慌
で
は
百
花
で
き
な
か
ツ
た
が
、

そ
の
ωじ
の
石
市
λ

な
二
一
時
～
に
ィ
て
、
川
畑
同
賦
の
判
別
に
後
世
の
山
知
同
柑
・
前
－

V4格
制
定
の
先
伎
を
者

取
で
き
る
と
い

7
こ
と
が
あ
る

J

役
さ
れ
た
、

ぞ
之
、
む
き
者
ノ
＼
烹
盟
は
、
在
・
試
の
川
叫
や
叩
仲
間
か
ら
見
え
る
邪
馬
汁
判
辿
へ
の
政
治
体
切
で
あ
る
u

を
の
述
合
体
が
、

宗
教

hn7
軍
事
色
の
山
持
一
同
な
政
治
集
川
出
と
あ
る
F

と
は
す
ご
ト
巨
一
九
ん
と
お
り
で
あ
る
が
、
で
九
を
主
寸
一
制
国
家
と
ま
で
称
下
る
こ
し
乙
が
で

き
る
内
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ゐ
。

L
か
し
、
予
一
打
球
担
当
は
本
論
か
ら
ド
八
き
く
注
説
す
る
た
め
、

以
て
で
は
、

大
刊
さ
れ
る
＝
山
j

説
に

ロ
花
山

そ
し
て
γh

の
私
け
い
を
志
、
χ
て
、
本
慌
の
ま
と
d
k

と
し
た
い
、
＝

ふ
井
1
4
L
件
、
氏
は
は
、
宇
部
f
c
倭
人
七
か
ソ
は
一
一
一
世
汁
町
中
葉
の
ル
ヰ
弥
呼
の
湾
代
に
一
初
期
間
Y
M
刷
一
泊
家
」
ゎ
総
体
的
奴
隷
剖
へ
の
傾

斜
」
を
求
め
る
の
は
証
一
環
で
あ
る
っ
と
し
、
一
政
治
休
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
原
知
的
紀
子
制
的
段
階
に
v

そ
ら
き
れ

u

と
議
ド
一

--c . . 

Jr

可
上
口
一
汁
山
川
氏
は
、
そ
の
井

i
説
を
批
判
ー
て
、
「
は
去
し
て
述
人
口
［
門
家
と
、
て
つ
こ
と
と
げ
さ
、
こ
れ
を
甲
山
，
h
的
民
＋
制

ζ

い
い
、
つ
る
か
と
う
か
ニ
」

ζ

止
ベ
、
ー
と
れ
ば

J
主
治
的
な
H
u
味
で
の
専
制
者
ず
ー
的
別
府
批
L
E
と
り
つ
つ
あ
る
君
ム
し
で
あ
り
、
日
刊
一
主
で
あ

る
コ
」
と
前
と
る
コ
そ
の
う
え
で
仁
一
也
氏
は
、
オ
初
問
』
こ

γつ
い
い
克
は
必
ず
1
d
J
W

明
確
ご
は
な
い
と
考
え
人
J

の
で
、
こ
れ
を
守
明

す
的
な
苦
味
亡
の
専
制
詰
ヱ
川
判
的
形
船
？
？
と
り
つ
つ
あ
れ
V

君

I

、
ま
え
は
、
「
笥
制
君
、
下
主
総
の
u
同
牙
的
形
能
ご
と
1
却

で

初

閣

の

け

杭
い
つ
い
、
の
誤
射
を
三
け
ん
と
し
よ
一
と
寸
る
。
制
問
と
は
、
「
始
ま
っ
て
問
の
な
い
時
ヲ
ね
ー
の
の
時
期
u

f
h
併
苑
、
一
を
い
、
っ

の
じ
比

L
、
日
悶
芽
は
「
め
ば
え
い
き
さ

L
一J

（
広
伴
苑
】
を
↓
百
う
の
で
あ
る
と
す
る
と
、

1

萌
芽
は
初
防
よ
り
も
上
り
4
T

い
段
一
泊
二

初
期
内
寸
恥

は
じ
ま
る
前
自
あ
る
い
は
そ
の
気
配
と
で
も
い
う
こ
と
と
あ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
上
岡
説
は
、
初
崎
市
制
君
、
刑
判
川

首
刑
の
小
一
同
迎
合
体
邪
馬
台

R
連
介
、
ど
い
つ
こ
と

μ
な
り
、
前
記
小
い
J

設
と
の
J
人
似
牲
が
窺
わ
れ
る
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品一
1

ふ
と
府
川
区
に
J

西
嶋
｛
γ一
正
氏
の
日
間
一
品
併
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
ご

も
、
そ
の
統
治
の
尖
能
は

大
ム
十
2

「
卑
弥
呼
の
？
一
住
が
諸
国
に
お
っ
て
共
立
さ
計
三
も
の
ご
あ
行
、
そ
の
絞
F

汗
力
が
ン
シ
ー
マ
一
二
ズ
ム
ド
い
よ
ゐ
も
の
で
あ
っ
L

J

子
ぶ
、

け
っ
し

C
諸
制
と
の
仲
間
調
令
合
一
設
を

力
行
誌
に
小
さ
れ
て
い
る
？
と
：
、

伊
都
問
に
お
け
る

長
珂
と
す
る
も
の
む
は
な
く
＼
そ
こ
に
は
取
し
い
専
判
的
支
配
が
説
め
ら
れ
ゐ
の
で
あ
る
。
仁
し
ろ
半
弥
呼
が
斤
、
筒

L
に
い
る
一
え
の

い
わ
ゆ
る
古
町
民
、
土
引
を
一
市
す
も
の
「
は
な
か
っ
と
と
号
、
ズ
ら
れ
る
（
一
と
部
ず
る

持
秘
性

2
呪
街
叶
！
と
は
‘
こ
の
税
制
ん
を
強
化
す
る
根
源
と
な
る
も
の
て
は
あ
っ
ピ
も
、
で
の
ん
め
に
名
日
刊
が
ん
口
議
協
訴

γ
？
の
し
乙
い
う
‘

川平川
γ
口止、

女
上
ど
し
て
の
寄
弥
咋
の
、

ド
世
紀
以

h
h
及
立
時
代
の
わ
え
か
市

h
h配
慮
す
べ
き
で
い
な
い
ih
向、

め
が
ζ
刻
む
開
設

Lr一
げ
し
7

之
r
l

、いツ心

お
す
フ
く
は
少
女
将
代
い
て
の
兎
道
的
批
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古
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仁
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司
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÷
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叫
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掲
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一
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、
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川
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主
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、
預
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に
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人
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八
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前
官
一
八
け
二
年

1

諸
国
読
書
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古
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史
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縄
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古
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荷
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伐
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史
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／
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古
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叶
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解
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一
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仁
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司
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頁
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川
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刷
掲
沖
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「
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徐
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前
川
抑
止
（
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叫
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投
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古
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仁
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仮
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岡
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叫
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一
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日
叱
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こ
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八
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両
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日
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月
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検
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出
資
死
一
二
ヨ
ハ
没
L
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底
咋
及
び
れ
主
」
民
京
話
人
以
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誌
六
一
巻
一
〉
一
一
分
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ミ
で
、
「
輪
投
一
昨
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円
は
、
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京
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↑
刊
」
一
一

E
、一

N
p
h’

一
虫
丸
山
見
剤
は
、
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叫
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叫
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，
，

m拐
注
ザ
バ
）
一
ハ
ひ
江
R
C

μ
叫
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仁
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吋
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，
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津
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九
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一
一
、
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叶

uap引
担
判
中
い
刀
工
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。
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附
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津
江
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九
ヘ
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九
円
九
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一

一
九
九
一
介
一
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九
一
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〕
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辺
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司
一
五
八
百
へ
一
二
町
、

山A
同
敬

1

緑
青
一
戸
口
一
却
凡

J

い孜」

｛「LJ、？と学l 62 i.三・44fi4) 抑制j ♂2り12.ll 



邪馬T寸；十1にお）ふる「如i悦と「紙 f話

市
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田
大
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J
人
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リ
人
主
軒
先
科
紀
史
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八
じ
J
川
一
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〕
一
九
八
頁
二
八
九
丘
）

一
町
川
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辺
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州刊」五十
η
口、

一
回
一
流
三
’
前
掲
み
ー
い
い
」
五
回
一
只
c

一
部
市
川
＃
一
ヘ
ー
時
丘
、
国
井
波
搾
乙
訳
）

1

正
出
町
、
一
凶
志

i

一
筑
摩
書
房
、
一
九
九
一
汁
一
一
町
一
一
五
白
リ

一
引
は
辺
・
的
拘
注
目
）
五
五
百
円
）

一mr

…
半
誌
は
、
減
刑
説
か
採
L
a
J
V

円
山
刊
仙
の
川
足
群
は
、
ィ
パ
い
の
判
J
V
2
J
7
J
J
U
明
佐
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＼
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｜
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↓
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℃
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叫
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司
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＃
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仁
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司
法
内
長
は
、
「
誌
に
計
一
亦
当
匿
仙
占
有
一
と
J
1
L

？
っ
惣
清
川
町
大
川
の
民
ト
l
n

一
円
パ
際
寺
一
院
ほ
悼
と
山
日
a

前
岨
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滝
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阪よ法学162 U'446o) 1001 C2012.ll〕



一
万
一
陳
p
対
〔
諌
け
乾
校
ぃ
H
…
・
前
掲
件
↑

1
」
八
有
六
E
U

一
町
両
信
本
地
官
官
邪
馬
蓋
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↑
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叩
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一
一
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白
一
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一
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E
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／
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